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其方面ノ缺點ガ續々トシテ造花ノ上-一顯ハレテ居 〆 ガ通常造花ヲ見 〆 人々ハ其色采ノ絢爛ナダ姿二眩マサレテ 
此意外ナダ缺點-一氣ガ附ヵヌノデァ,ガ植物學者ガ造花ヲ見グト此等ノ缺點ガ直グ目ザヮリニナ 〆 乃チ之ヲ改 
良シテ良造花トス 〆 コトハ何ンデモナク宜シク然 〆 ベキ植物專門家-二父渉スダコトヽ又一方デハ造花者自身-1 
能ク植物學ヲ勉強ス 〆 コトヽデアッテ此ニッノ事ガ行ハンテ此一一始メテ其目的ガ達セラ,， 

以上述べ來ッタ樣ナ理由デ私ハ大-一植物趣味ヲ我國人ノ間-一鼓吹シタイト思フ世人ノ中デ此事ハ世ノ爲メーー大 
11善ィコトダト思ハ， 〆 御方ハ何卒協カシタ下サイ尙此ノ外二此方面ノコトデ言ッテ見タイコトガ多々アレド 
乇誌面-一限リガア 〆 カラ復追テ述べルコトーーシテ今回ハ玆二筆ヲ擱イタ(畢) 


〇大根ハ蓋シ原卜 海潰/植物 ナラン幷二 其和漢名/語原 

牧野富太郞 

大极即チ茏菔(蘿荀ハ俗名ダト云フ〕ハ穸^目118 8^.^-§^デアグ本品广一般|1世人ノ知悉スル如ク今普ク圃 
中-1栽培セラレ海ヲ距ル遠キ山間ノ僻地デモ亦通常之ヲ見受クンドモ然シ私、ノ大极ハ原卜海濱ノー 植物(然シ 
|日本ノ原產デハナイ)デアッタデアロウト思フ其レ故其圃中-一作ッテアル大极ノ種子ガ何時トナシー i 逸出スレバ 
之レガ海濱砂場デハ■天然生ノ樣-一能ク生 H ぐガ然シ普通ノ土地デ、ノ其樣ナコトハナク獨海濱ノミニ限ラレルノ 
デアル其海濱砂場一一生 H シ者ハ能ク成長繁茨シテ花ヲ開キ實ヲ結ビ又其種子ヨリ自然-一發芽成長シテ年々歳々 
之ヲ繰リ返シツツ野生ノ大极卜成リ了，ノデ是ガ所謂濱だ$乙んデア V 此はまだ SZ : んハ陽春 - i 花サキ孟夏-一 
角ヲ結ビテ後チ枯稿シ仲秋二種子萠發シテ E 二新苗ヲ生ジ以テ三冬ヲ凌グ此ノ如クー榮一枯一盛一衰ノ間多ク 
ーノ年所ヲ閱广モノデア，カラ其植物；漸ヲ追テ全然野生植物ノ狀態 >1復ヘリ根ハ質堅ク形チ瘦削シテ厚肥脆甘 

I_ . 

大根ハ蓋 シ原卜 海濱ノ植物ナラン並 -I 其和漢名ノ語原 
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大极< 蓋シ原卜海®ノ晡物ナラン並-一其和漢名ノ語原 


ノ態ヲ失ヒ莖葉ニハ粗毛ガ多クナリ且 葉質ガ 硬クナリ花ハ紫色ガ濃クナリ果實即チ角ハ瘠 セテ 括レガ著シクナ 
ッテ 居〆、 ソコデ 考ノ 周 到 ナラザ 〆 人ハタ，、此括レノ强クナッタコト、其野生ノ狀態トノミヲ瞥見シ輕卒ニモ之 
ヲ歐洲產ノ Wild Radish 一名 White Charlock 一名 Jointed Charlock 即チ！ laphls Raphanistru 日' M J. C 
名 Eaph? 5 istrum Lampsana GAERTN O 卜同物 デア， 卜思ヒ居レドモ是レハ斷ジーグ 謬 リノ見 デアッ テ我はまだい 
乙んハ 決シーグ其品デ ハナィノ デア， 家植ノ大极 ガ荒廢地 一一生 H テ天然 的一一生長 シタ時 一ーハ果實ハ剛クナッテ括 


洋種野だ S 乙ん(縮 S 
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レガ著 シク ナ〆コド险モ11 • Raphanistrum L. 
ノ媒實ノ樣一ーナ，コトガア，事實ハ西洋ノ學 
者デモ旣ニソウ言ッテ居〆又我日本ノ地デハ 
何處へ行ッテモ此！一.！ laphanistrum L. 一二 
逢着スルコトガナィ此 R. Raphanistrum L. ノ 
果實ハ其括レガ著シィモンデア，カラ之ヲ我 
はまだ S 乙んノ果實卜見比ブレバ多少能クハ 
相以テ晉ンドモ然シ K. Kaphanistrum L. ノ 
花色ハ極メテ稀二淡紫色ヲ呈ス〆コトガアレ 
ドモ大抵ハ黃色力淡白色カデアッテ六七月ノ 
頃二開キ我はまだい Z1 んノ花ノ悉ク皆紫色或 
ハ淡紫色デ四五月ノ候一一開クトー様デハナイ又はまだ SZL んハ必ズニ年生ノ品(新苗ハ自然-一秋生へ，)デ且 
必ズ海 濱 11 限 ラレテ生ジ >グ 居， モノデアグガ彼ノ K.Raphanistldm L ■ハ圃地(往々 害 草トナ，)、路傍若クハ 
廢地一一生ジ偶一二一年生本ノ姿ヲナセドモ大抵ハー年生ノ植物デア，、ソコデ此はまだ SZL んノ種子ヲ採リテ特 
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_1之ヲ圃中-一播キ何年モ何年モ之ヲ繰リ返セパ復夕漸々家植ノ大极二復歸スダ是レ V 陸前ノ仙臺ナダ宮城縣帥 
範學椟ノ坂庭淸一郞君ノ行レタ實驗.二徵シーブモ略ボ明カナ事實デア，(其實驗記事ハ r 理學界」 '— 出テ居广終リ 
/方-一其全文ガ轉載シテア，)此樣二家植ノ大极ガ外ノ場處デハソンナコトヤナィガ唯海濱砂場ノミ-一行ヶパ 
怡ンデ自由二萠出シ年々自ラ榮 H 自ラ播種シ敢テ盡ク，ノ期ナキ所ヲ以テ考フンパ大根ノ原種ハ蓋シーノ海濱 
植物デアッタコトガ退想シ得 ラ 〆 、 又大极ガ原卜海濱植物デアッタト云フコト11裏書キス 〆 今ーツノ if 據ガ別 U 
アル其 V - ハ何デア 〆 カト言フト是レぐ其果實デアグ大根ノ果實ハ其果皮ガ著シキ厚キ拴質一ーナッテ居ッテ且其輕 
キコト宛モ魚ヲ鈞ダトキノ泛子ノ樣ナノデ此果實ガ海水一一漂フテ遠近一一運バンルモノデア 〆 コトガ想像.セラダ 
ル此ノ樣ナ構造故輕ク海水二.浮ビテ沈ムコトガナク波-一隨フテ其處此處ノ濱二打揚ゲラレ適當ナ 〆 場處二落附 
ヶバ此一一時ヲ得ーブ發芽ス 〆 コトトナダ若5/此レガ海邊- 1 アラザ，陸地/植物デ.ア k トス V パ果皮薄クテ熟時開 
裂シ直チーー其附近-一種子ヲ驂スグヲ利トスべク即チ當二あぶらな、はたざほ、たね〇けばな等ノ樣ナ趣トナッテ 
居タヨィ譯デア，ガ此大极ノ果實ハ幾時力海水二浮ンデ漂流セネバナラスモノ故假令其 y ガ水-一入 〆 モ容易-一 
水ガ其內部へ滲透セヌ用意ヲナシテ居 〆 即チ其果實ガアノ樣一一厚ク輕クナッテ居リ且熟ス 〆 モ直チ-一開裂セヌ 
樣ニナッテ居，乃チ現在ノ狀態ヲ呈セル其果實カラ考へ夕其源二遡レバ大根ノ故鄕ハ蓋シ海濱デアッタコトガ充 
分想像セラ 〆 グノデア， 

は^ぢんちゃう (Myoporum bontioides A . GEAY .) 卜稱スダ海邊生ノー 灌木.ガア.ッテ九州ノ薩摩肥前ナドニ產ス 
火其果實ハ核见デアルガ然シ其外梁皮中果皮ハ頗グ厚キ拴質トナッテ輕ィ爲メニ其果實ハ波ノ浚へ去グニ住セ 
テ波上=浮泛シ再ビ打チ揚ゲラレテ始メテ.其處 - I 芽ヲ出スノデアル其幾時力水中-一在 〆 ノ間其外部ガ上述ノ樣 
二拴貧デアルカラ決シテ水ガ其內部へ浸透シナィデ能ク浮ク.ノデア 〆 今此はまぢんちゃうノ果實ノ狀態ヲ以テ 
推シテモ大根ノ果實ガ海濱植物性デアルコトヲ聯想ス，コトガ出來 〆 ひらさき科ノすなびき S う (Tournefortia 

. 大根乃盖シ原卜海濱 A 植物ナラン並二其却漢名ノ語原 






















原種-一就テ學者間二種々議論ガアッテ其見解ガー致シテ居ナイ或ル人ハ西洋ノ大极ハ Kapils Eaphalt — 
L ' 力原種デ T & ウト言ッテ居ルケレドモ或ル人ハ之ヲ否定シテ居ル又或ル人ぐ支那幷-一日本ノ東洋大极ハ西洋 
大极トン其原ガ異フト言ッテ居 〆 畢竟此兩者ハ別種デアグトマデ極言シテ居 〆 又其生地一一就テモ西洋大极ノ故 
鄕ハ歐洲幷二西部亞細亞デア - P ウシ東洋大极ノ故鄕ハ蓋シ支那日本方面デアロウト言ッテ居ルガ然シ共-一舊世 
界溫帶地ノ原產デアグコトハ爭ハンヌ事實デアダ支那方面ハドクカ知ラヌガ我日本ハ決シテ大极ノ本國ノーデ 
^ ハナイ B 本ノ.大极ハ昔多分支那ヨリ渡セシモノデ今日野生ノ姿トナッテ海濱-,生ジテ居 〆 モノハ上-一記セシ通 
硏リ 畢竟家植ノ大极ノ種子ガ t 溢レ出デーブ出來タモノデ此海濱生ノ品即チ此はまだい Z : んガ原トデ此カラ家植ノ 
究大根ガ出來タノデハナイ 

雜支那-一在テハ注々大极ガ野生シ テ 居 〆 卜書イテアルモノガア,ガ然シ是ンハ純然夕，古昔ヨ タノ 野生 カドクカ 
f 頗，疑ハジイ私ノ考デ、 ノ同國 -1 栽培シテ居グ大极ハ蓋シ太古時代- 1 遠ク西方/異域ヨ？傳へ夕者デアロクト想 
^ フ今ハー般-一盛 ンーー作 ッテ居ダ コトハ 支那ノ書二「今 天下 通有 之」 卜記シテア 〆 デモ 分 〆 支那デ 大根ノ ー番舊キ 
卷 上古ノ名ハ蘆葩〇 ua デアッテ中古- i 轉ジテ萊菔 ( ri ^ tr ) トナ 9 後世-一至テ訛テ蘿蔔 9 p ® 5 トナッタト 云 
第 フ此 蘆 IE ハ或 ハは ぼたん ノ/? a - t-yoc ( rllaphanos)^s 乙ん ノ 、 atsc ( Hhaphanis ) 卜 同系 字ナルかぶノ/ 

^ ( rhapus ) 或ハ/言 c ( rhapllus 〕 〔此數名ハ文字、ガ互一 i 串珠シテ居,〕ノ音譯デハナカロウカト思フガコンナ字學 
? ■ノ事二、ノ固ヨ9暗イ私デア，カラ其邊ノ思案ガ充分-一附カヌガ若シ萬一-ーモ右ノ考へ通リデアグトスンパ支那 
ノ大根ハ太古-一此ンナ名稱ヲ伴フテ遠キ西域即チ東部歐洲邊ヨリ西部亞細亞ヲ通シテ遂一一支那二入リ來ッタモ 
ノデアグト推測スルコトガ出來ルノデア 〆 

5 ) 大根ハ舊キ名ノ於朋泥(又、於保禰•■淤富泥、意富泥トモ書ク)即チおほねヲ漢字デ書イタモノデ固ヨリ漢名デ 
(11 •*' ナ.イガ今 B デ/皆一般一一之ヲ音讀シテだ SZ 1 ん卜呼ンデ居ル世間デハ往々コレヲだい乙卜略稱スダ古歌デハ. 

大根ハ蓋シ原卜海濱ノ植物ナラン並二其和漢名ノ語原 







大根ハ蓋シ原 > 海濱ノ植物ナラ y 並- 1 其钳漢名/-語原 

■ 一 ---- a-- - -■ :_ . 一 -.- 」 .-:■■.■■■ 一 --- 二 .-JL! _ l!L , 111 .-■ ■ - - -- ■ -3i r- -_ -•- 1 —_ i ----- 

之ヲか^み cs (歌二 H ; フ 、 s き草の中に名はやきか \. み草、やかてかつみとぅなへつるかな) ■卜 讀シ ダモノ 
デアルガ春ノ七草デハ 殊夏- 一之ヲす e しる卜呼バネバ ナラナイ 

今此-一參考ノ爲メ上述「理學界」(大正四年四月發行 m 十二卷第十號) -1 出テ居 〆 坂庭淸一郞君ノ「ハマダイコン 
の人爲淘汰に就ての研究」卜題スル全文章ヲ同雜誌ヨリ左二轉载シヨク 

『予〔坂庭淸一郎〕はハマダイコンに就きて栽培硏究せんとせしこと數年にして其機を得ざりしが明治四十四年八月千葉縣に遊び犬吹ケ岬、犬若 
ケ岬間の海岸砂地 K ; 於てハ-マダイ nv の多く fflf 生せるを見其移植陶冶を試むべく同年種か得てより A 來今日まで硏究か繼續せしが意外の奸成績 
を得たればその槪略を記して以て參考に供せんと欲す 

ー ハマダイ コンの 硏究 1 葉及莖濃綠色に ，て 葉肉 )*く共に毛なく二十日大根に 似莖は 多くの枝を出す 2 ito 濃紫色のもの多く稀に白色 
のもの又は 淡 紫色のもの等を見る而して年中花の 絕ゆ る C . となし3|和&0|!和 00 如咖莢の形狀は小にして一粒铄に切れ散布には至杨便^^ 
して風に飛ばされ自然に砂に被覆.せられ滴當の水分を得る時は發芽するものな9 4物形は紡錘狀圓'錐狀球形等種々あれども何れにも多くの 
支 根を出し‘ 其. 質は殆.んど木質にして食するこ 4 能は ず然 かも 辛袜 もなく將た 味 %.宜しからず.前の如く极は数條に分裂し其の根の.直徑は五六分位 
とす而.して其一部切斷ゼられ砂地の馬の足跡等に入る時はそれよ9新 1 C 發芽し漸次發育するものあ9 

二、. 栽培の經過灰第.一101.明治四十四年九月十三日彼の地より採リし種子を我が農場に播き其生長を硏究せしに發芽力甚だ旺盛にして發育も 
亦良好なり病蟲害に胃され - f .. 完全に勢 i く發達せり同年十1月大根を採取して其形狀を見しに種々の形態あ”支根も! l ! f 生のよりは稍々少なく 
特に現はれし性質は長みを帶びし事な9試みに食せしも®=生のものと毫も變る所なし而して葉も硬く殆んど食 HI に供せられず B 第二囬同四 
十五年七月種子を下す今 11 は間引をたし其後成長か待ちて棍を調®するに支根は前より少く其中 1C は二十日大根の如き早生のもの宮重の如き形 
狀のものありたリ同年九月殊に大なるも：のを拔きて見'るに旣に收薄期に達したるものあ.り之を煮て味ふ.に前回のよ9は柔か■なる氣味あり十 
月、十一月の期に採取マる1-熟期に達したるもの i 達せざるものとあリ其長形のものは最も遲くして ! H1 形'のものは熟期.に達するこ' i の 早き を 知 
リ得たり上の中最も模範的のものと思しき母本を丁寧に移植せり C 第三 1 QJ 大 JH 二，年七月前年の如く播種せしに葉の形一般に大きくなりし 
を認めた 9 而して葉の大なるものは他の大根に比して成畏殊に速かにして又前年の如く問引をせし 1C 以前よりも殊に形よ く 支根も亦少くなれる 
を目擊せり九、十、十一月に至リ熟® ilc 達せしものを檢するに一般に根大形之を煮て味ふに繊維柔らかく EK : 甘味を帶ぶ煮ゆることも蛰妞大根 
よりは早く锻々食用に適する傾向を備へたリ然れども#通のもの、如<辛味なく皮の部と肉の部と列然たり D 第四 BI 大正三年形 II よき母本 
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I より採取せる.種子を七月に播き一層其陶冶に心を致せ®'其の結果.今回は二十日大根の如きもの_出で\地上に拔け出でたるを見る十月頃.一部を採 
取すれば聖護院蕪に類似せるものを得たり之を鹽漬とな.せしに蒈通大极と蕪との中間の味あ—十一月 1C 採取せるもの X 如きは宮重大极位 
の形1-て直徑二三寸程ありたりしかも樋普通大根の味を有せず 以上第四 BI の淘汰硏究を了へしが其の結果より推せば爾後 Lnl を重ぬるに從ひ 
確かに普通大根と異る所なきものか得ん本年も亦形よきものを?1子とし- C 母本を作”匱きたれば繼續して淘汰の結典を確めんとす』 

〇谷間/姫百合卜云フ和名/植物ナシ 

牧野富太郞 

歐洲-ーモ北米-ーモ產スダガ又我日本ニモ生ズ 〆 きみかげ3ぅ(君影草)一名す VT らん(鈴蘭、らん科-ーモ同名ノ植 
物ガア, ) 即チ oonvalrria majalis L •ヲ能ク世間デハ谷間ノ姬百合卜呼稱シテ居グガ元來ソンナ和名即チ日本. 
名ハ此植物-ーハ無ィノデアグ其レ故「之ヲ谷間ノ姬百合卜云フ」ナドト書ィタアグ文章ヲ見，卜如何-ーモ其人 
ノ學識ガ淺薄デアグコトガ看取サグル然シドゥ言フ機會カラ谷間の姬百合卜云フ樣ナ名ガ出來タカト云フト是 
レ、ノ此植物ヲ西洋デハ俗二 Lily - of - the - Yalley 卜稱ス 〆 カラデア 〆 今之ヲ邦語一 I 譯スレパ「谷の百合」デア 〆 ガ 
此.「谷の百合」ヲ美辭的ニシタモノガ「谷間の姬百合」デアッ.テ始テ，此「谷間の姬百合」ナダ名ヲ摇へ明治二 
十一年二月カラ同二十三部九月ノ間二四册(完結)出版サレタ西洋小説(原書ハ BeethaM. Clay 氏ノ ； Dora 
thorg デアグ)ノ表 M トナシテ33:シタ人ハ靑萍逸人ノ末松謙澄博士卜孤松二宮熊二郞氏トデアッ.タガニ窝氏ノ 
名ハタダ其第一卷二署名ガアルバカリデア，單二齊物/表題パカリデナク文中ニモ『殊に谷間の姬百合などは 
何となく愛らしくて人ずきのする花ではありませ.ぬか』(第一卷第百三頁〕ノ句ガアル此「谷間の姬百合」ナ，小 
說ハ當時頗ケ評判デアッテ a 后陛下-ーモ獻上シテ乙夜ノ覽二俄へ且大分讀書界ヲ賑ハシタモノダ其レカラ後農 
學士川上瀧彌農學士淼廣兩氏著ノ「はな」(後-一「花」卜改メタア 〆 )卜題スダ可ナリ世人-一歡迎サレタ書物(明 

谷間ノ 姬 百合 卜. 一 H フ和 名ノ柿物ナシ . 






